
-
t
五
〇
〇
肝
の
途
迄
虜
が
-
虐

-
'
其
上
に
は
ア
ル

～,
tl
ク
ム
の
稀
薄
花
暦
が
在
-
p
佃
は
上
る
ビ
中
性
の

カ
ル

シ
ク
ム
在
r･C,
且
つ
其
上
に
は
ナ
･1
リ
ク
ム
が
在
る

而
し

て
東
に
上
れ
ば
水
素
の
厚

い
圏
が
あ
㌔

終
に
は

イ
オ
ン
化
し
た
カ
ル

シ
タ
ム
の
H
牌
及
び
K
線
を
出
す

固
ど
な
る
.

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
位
濃

は
認
め
ら
れ
な

ヽ
0
し

吾
人
は
こ
の
琴

不
せ
ら
れ
た
順
序
を
.
第

7
に
は
珪

酸
塩
を
混
食
し
て
居
る
磯
の
顔
.
舟
に
は
珪
酸
捜
の
み

の
殻
で
､
其
内
最
下
膚
は
餓
及
び

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
珪

酸
塩
で
p
上
に
成
る
に
碓
ひ
漸
次
カ
ル

シ
ク
ご
及
び
ナ

-

-
ク
ム
を
伴

ふ
ア
ル
ミ
ユ
タ
ム
の
珪
酸
塩
.H
成
･-
.

連

薦
且
つ
漸
経
的
な
る
教
程
の
穀
に
よ
り
園
ま
れ
た
る

域
の
中
心
核
の
あ
る
地
球
中
の
物
質
の
分
布
iJ
類
推
せ

ざ
る
を
得
な
い
.
太
陽
穿
圃
乗
中
の
水
素
顔
は
地
球
上

の
大
乗
に
粕
雷
す

べ
き
も
の
で
あ
る
､
而
し
て
地
球
上

の
大
束
は
質
最
の
小
な
る
元
の
水
素
の
蔑
部
分
を
多
分

失
ひ
層

か
､
近
代
の
考

へ
に
よ
れ
ば
水
素
が
そ
の
最
上

膚
を
成
し
て
居
る
O
(害

(
H
e
l,Ty
S･W
ashingt.
n
･
T
he
C
h
em
icat
C
o
m
p
o
s
itio
tl

O
f

th
e

E
arth
.
A
m
.
Tour.
S
c

.
S
th
seri
eS,
TX
･
351
v
I
9
2
5
･
膝

非

毅

太

耶

揮

)

カ
オ
リ

ン
の
灼
熱
現
象
に
就
い
て

(
-

ン
ネ
)

カ
オ

リ
ン
の
灼
熱
現
象
に
就
き
て
は
既
に
試
み
ら
れ

た
る
研
究
少
か
ら
す
p
ク
ソ
マ
ン
(
G
･
T
am
m
ann
)
及

バ
ー
ペ
-
(W
.
T
ap
e)
爾
氏
は
今
日

迄
行
は
れ
た
る
重

要
な
る
研
究
を

絶
括
し
且
彼
等
白
身
の
質
験
の
結
果
を

記
述
せ
-
'
即
ち
鎗

一
に
粘
土
の
み
の
熟
曲
線
p
第
二

に
粘
土
ビ
ア
ル
カ
リ
土
類
の
泉
酸
化
物
及
酸
化
物
E
の

カ
サ
p
ン
り
灼
動
現
象

に
就

い
て

混
食

物
の
熟
曲
線
.
第
三
に

曲
等
物
質
の
溶
解
開
係
を

観
察
し
其
結
論
だ
し
て

カ
オ

リ
ン

(A
120
3･
2S
iO
2･
2

H
帖○
)
は
五
官
五
十
度
に
於
て

A
t30
37
2
S
i0
.,7
2H
hO
u

に
卦
解
し
.
丸
首
三
十
皮
に
於
て
既
に
群
離
せ
る
A
12

0

3が
他
の
形
に
経
る
}J
述

べ
た
-
.

著
者
は
上
述
の
鼻
化

を
Ⅹ
韻
に
よ
-
て
研
究
せ
-
p

買

]

四
五



地

球

タ

ソ

マ

ン

氏
の
熟
縫
化
曲
線
の
研

究
の
外
に
シ
ェ
フ
ア
-
ド
(E
･
S
･

S
h
ep
h
erd
)及
ラ
ン
キ
ン

(G
,
A
,

R
l
nl
(in
)
両
氏
だ

獅
其
後

に

が
-

エ
ソ
(N
.
L

B
o
w
e
n
)

及
グ

リ
ー

グ

(I.
W
.
G
reig
)
両
氏
の
結
晶

就
職
観
の
J研
庶
あ
-
又
シ
ヨ
イ
マ

ン
(K
I
H
･
S
ch
eu
mlnn)
武
は
加

熱
に
由

る
熟
鼻
化

曲
線
を
鎗
表
せ

-
(第

1
固
)

.

結
晶
状
態

陶
に
つ
き
て
は
番
人

は
此
の
場
倉
に
於
て
ホ
ー
ム

ソ
及

グ
リ
ー
グ
南
武
の
も
の
を
採
用
す

鰐
凹
容
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存
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あ
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の
み
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ム
ラ
イ
/･
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其
性
質
健
諏
石
に
酷
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す
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も
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純
粋
の
ム
ラ
イ
ト
だ
楼
兼
石
E
の
物
甥
的
差
異
は
屈

折
率
に
あ
rc1.
ム
ラ
イ
ト
の
成
分
中
に
○
'八
六
の
F
e蛤0
3

}三

.

一
二
の

T
iO
B
を
食
む
時
に
は
光
翠
的
に
殆
ん

ざ
碓
錬
石
に
等
し
､
此
等
は
著
者
の
測
定
に
よ
れ
ば

γ

二

六
七
三

三

p
六
五
三
t

r
I
a

O
t

0
1
九

な

り
'
ア
イ
テ
ル
(W
.
E
itet)
氏
の
熟
的
に
作

りた
る

稜
線
石
の
光
単
性
は

ヱ

p
六
四
八
㌧

β
一
p
六
六

〇

γ
二

六
八
〇
p
2

V

四
十
五
度
に

し

て
ラ

〝

セ

ン

(E
.
S.L
ar
sen)
氏
の
天
然
慶
庵
温
石
の
光
単
的
試
験

の
結

果
は

ヱ

p
六
五
九
p

β
二

六
六
〇
pF
γ
二

六
八
〇
p
2
V

四
十
三
皮
な

-
0

タ
イ
コ
ツ
フ
(

W
y
ck
o
H
)
氏
は

ペ
ソ
シ
〝

バ
エ
ア
の

デ
ラ
ク
エ
ヤ
ー
の
稜
線
石
に
つ
き
で
Ⅹ
諏
試
験
を
行
ひ

其
姑
基
は

3A
120
3.2S
iO
B

な
る
結
晶

ビ
甚
別
す
る
を

得
ざ
む
き

.

科
学
的
に
興
味
洗
-
p
工
業
的
に
重
要
な
る
ボ
ー

ス

ン
及
グ
リ
ー
グ
氏
の
観
察
に
よ
れ
ば
純
粋
の
健
錬
石

に

射
し
ム
ラ
イ
ト
P

y
リ

マ
ナ
イ
･1
系
の
ア
ル
ミ
ナ
の
過

剰
は
輝
石
に
於
け

る
ア
ル
ミ
ナ
の
過
剰
E
比
較
す

べ
き

カ
サ
p
ン
り
灼
熱
現
象
に
就
い
て

現
象
な
る
を
以
て
ム
ラ
イ
･1
は
;h
-
マ
ナ
イ
ー
族
に
入

る
べ
き
も
の
な
･c
IO

カ
オ
リ
ン
及

そ
の
加
熟
せ
る
も
の
P
X
銀
試
験
は
フ

ラ
イ
ベ
ル
グ
の
ナ
ク
-
ツ
･1
(N
lk
rit)
及
ッ
エ
ト

リ
ッ

ジ
及
ザ
イ
リ
ッ
ジ
の
カ
オ

ブ
ソ
に
つ
き
で
行

へ
-
'
此

賓
験
中
に
は
磯
物
顕
微
鏡
を
常
に
補
助
ビ
し
て
使
用
せ

-

p

ガ
へ
ミ
ヤ
産
の
楼
諏
石
及
ア
イ
テ
ル
氏
の
好
意
に

ょ
る
人
工
ク

リ
ス
ト
で
フ
イ
ト
及
天
然
･L

ク
デ
イ
マ
イ

･1
は
カ
オ
リ

ン
ビ
此
瞭
せ
ん
た
め
に
Ⅹ
線
質
験
を
行

へ

h

ソ0フ
ラ
イ
.'(
ル
ヒ
産
の
ナ
ク

リ
ッ
･L
は
其
の
化
畢
成
分

登
-
カ
オ

リ
ン
だ
同
様
に
し
て
滑
石
標
の
外
敵
h
J為
し

荘
荏
敗

",
ヅ
メ
ー
ト
ル
の
片
麻
岩
の
割
目
に
層
状
を
な

し
て
存
在
す
る
黄
白
色
の
畢
斜
晶
系
の
片
状
機
な
-
.

又
屡
扇
状
の
集
脊
髄
を
な
す

こ
さ
あ

-
.
光
軸
角
等
分

線
は
負
に
し
て
其
方
向

は

斜
角
を
婁
す

る
を
認
む
る

こ
と
あ
-
p
比
較
せ
ん
が
た
め
に
ジ
ョ
ン
セ
ン

(A
･

G
olm
sen
)
氏
の
コ
ロ
ラ
ド
州

シ
ル
バ
ー
･L
y
産

カ
オ
リ

ン
の
光
単
性
を
轟
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
｡
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妙
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f

封
i
t,‖津
T
b
:a
:
Ilo

(麓

L
爵
静
P

母

(=
津

T
)

ラ

ル
セ

ン
氏
の
結
果
は

T
I

i

･56
7j･
p
-
i
･56
5

7
a

-

l
･5
6
)

･'
-

a.
-0
･0
0
6
,
2
V
=
6
8o

p>,
)
(薄
)

Z
-
b
･
y
‥
a
I

I
IQ

だ
決

定した
る
が
此
等
は
薯

比
較
考

究
の
資
}J
な
す

べ

き
も
の
な
-
｡

五
百
五
十
度
に
て
数
時
間
八
二
･･九
時
間
)加
熟
し
基

水
分
を
除
去
せ
る
メ
タ
P
ナ
ク

リ
ッ
･L

(
メ
タ
p
カ
.オ

タ
ン
)
は
顕
微
鏡
下
に
於
て
銀

白
色
の
粉
末
又
は
破
片

だ
し
て
見
ら
れ
p
之
を
池
に
浸
し
て
観
察
す
る
時
は
固

有
の
軟
骨
様
の
構
造
を
豊
す
p
其
屈
折
を

ス
パ
ン
ダ
ン

ベ
〟
p
(K
･
S
p
an
bO･eP･berg
)
氏
の
好
意
に
よ
-
測
定
せ

る
に

二

重

二
に
降
下
す
三
石
ふ
F
数
飲
偏
光
娘
装
置

の
下
に
於
て
は
水
平
に
意
か
れ
た
る
薄
片
は
負
煙
の
屈

折
を
呈
す
る

7
軸
性
の
像
を
生
じ
.
傾
け
る
部
分
に
於

で
は
石
菖
枚
の
第

1
位
赤
色
の
も
の
を
用
ふ
る
時
は
滑

t
厨
容
易
に
上
記
の
光
単
性
を
定
ひ
る
を
替
る
な
-
I

上
述
の
如
き
Ⅹ
銀
賞
勝
に
で
は
甚
だ
弱
き
ス
べ
ク
･1
,フ

第
四
容

第
六
鱗

四
苗

四

八

ム
を
生
す
第
三
国

a
及
♭
は
カ
オ
リ

ン
及

メ
タ
.

カ
オ

リ
ン
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
に
し
て
メ
タ
､

カ
オ
リ
ン
の
線

の
場
所
に
覇
は
る
､
メ
タ
'
カ
オ
リ

ン
の
属
す
る
篤
農

に
現
は
れ
た
る
弱
き
ス
ペ
ク
ト
ル
帯
が
加
熟
に
よ
-
て

求
だ
鍵
化
せ
ざ
る
残
-
の
カ
オ
リ
ン
に
開
係
す
る
も
の

ど
考
ふ
る
亡
き
は
メ
タ
p

カ
オ
リ
ン
は
無
晶
形
物
質
な

る
か
或
は
惰
性
の

O
.
W
iener

i
s

che
D
eppe
lb
.rech
u
n
g

を
な
す
者
の
混
食
物
よ
-
な
る
5･J
考

へ
ざ
る
べ
か
ら
す

怨
し
な

が
ら
種
々
の
異
な

れ

る
屈
折
率
を
有
す
る
メ

タ
･
カ
オ
リ
ン
を
入
る
ゝ
も
亦
異
客
車
或
は
加
熱
に
よ

rJl
魔
現
せ
ら
る
ゝ
を
複
屈
折
に
何
等
の
建
化
を
求
た
さ

･
>
る
は
前
説
に
反
対
な
る
質
瀞
の
結
果
皇

后
は
ざ
る
べ

か
ら
す
此
れ
に
関
し
て
は
猫

-
著
者
の
み
な
ら
ず
同
じ

億
件
の
も
ど
に
て
賓
験
を
行

へ
る
ア
ン
プ
ロ
ン
(A
m
b
･

i.O
nn)及
ス
パ
ン
ダ
ン
ベ
ル
グ

(S
pangenb
er
g)
の
諸
氏

も
亦
同
意
見
な
-
p
そ
れ
故
に
カ

オ
リ
ン
の
構
造
は
特

有
な
る
複
屈
折
を
有
す
る
結
晶
性
の
触
読

物
贋
に
鼻
移

す

る
も
の
ど
の
考
に
傾
け

-
.

メ
タ
'
カ
オ
リ
ン
を
丸
首
五
十
度
及
千
四
盲
皮
に
灼

熟
し
て
呪

p
線
分

析
を
行

へ
る
結
果
は
第
三
国

C
及
d
に
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如
L
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が
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エ
ソ
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グ
リ
ー
グ
両
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の
飴
晶
状

態
問
を
考
慮
し
て
充
分
其
意
味
を

理
解
す
る
yJ
き
は
固

髄
状
態
に
於
け
る
反
旗
に
よ
-
漸
次
に
ム
ラ
イ
ー
を
生

す
る
を
知
る
P
然
し
て
同
時
に
ト

リ
デ
イ
マ
イ
ト
或
は

ク

リ
ス
ト
で
フ
イ
･1
を
生
す
p
此
両
者
は
今
日
迄
Ⅹ
淋

試
験
を
行
ふ
も
明
ら
か
に
儀
別
す

る
を
待
ざ
る
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の
た

苑

営

利
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よ
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し
て
英
等
の
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ペ
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↑
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得
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が
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